Reading Heaney : ‘A Metaphor of the Split Culture of Ulster’ (1) : Death of a Naturalist, Door into the Dark, Wintering Out, North, Field Work by Okamura, Toshiaki
||        「引き裂かれた文化」の詩人一 ヒーニーを読む (1)
|     ―詩集『ある自然児の死』、『暗闇への戸口』、『冬を生き抜く』、『北』、|                 『野外調査』―
岡村俊明・
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1     的な表現である。しかしこれらの「死」を暗示する言葉は、第一セクションの「死んだようになる」、
















































































































































































































































































































































































































































































































































ること、名詞節を導く関係副詞`how'が`kept your cOunsel,how/you draw me'(「不平を明かさ
ずにいた者、そのあなたは、一私を引き寄せているのだろうか」)と、行の最後に置かれていること、










































































































































































































































































十1       514         岡村俊明 :「引き裂かれた文化」の詩人一ヒーニーを読む (1)
|
|      れはトルンドの男にとっては、間近に迫ったものであったが、時間を延長すれば、ヒーニーにも当
|     てはまることになる。
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ニーの態度は、沈黙 (「黙って立っていた」)と黙認 (「文明化した暴力を黙認するJ)と理解 (「理解
|     している」)の間で揺れ動いている。新旧キリス ト教という宗教の違い、ローヤリス トとナショナリ
|     ストという政治的立場の違いを越えて愛した女性を、同じ民族が「処刑」して、それに対して、詩































































































































































































































































ろを巻き」 (【tongues lie coiled')は、第一セクションの、「ズームレンズや、
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詩集『ステーション島』の第二部「ステーション島」第八番目の詩である。死んだマッカー トニは、
|     ヒーニーに次のように言う。
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